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～赤十字奉仕団～ ～自治会～

● 防犯や災害について学べる場所や機会がもっとあると
  いい。
  ⇒計画の地域における防災対策の推進に既に記載。
● 誰もが来ることが出来る参加しやすい地域活動が大事。
  地域活動のハードルをいかに下げることができるか。
  ⇒計画の地域のつながりの向上、強化の箇所で既に記
   載。福祉意識の高揚の箇所の記載を修正。
● 普段からのつながりが大事。助け合うことができ、災
  害時でも必要。
  ⇒計画の地域のつながりの向上、強化の箇所で既に記載。

～民生委員～

● 要支援者の情報が入ってこない。また、
  つないだ後のフィードバックがない。
  ⇒民生委員は支援者ではないので、気になる世帯がい
   る場合はつなぎ役として情報提供いただきたい旨を
   説明。
● 民生委員の活動が知られていない（学校など）。また、
  各分野の支援制度の研修会などができないか。
  ⇒研修会は検討（計画にも既に記載）。教職員への周
   知は教育委員会通じて調整を行う。

● 要支援者の情報が入ってこない。また、つないだ後の
  フィードバックがない。
  ⇒民生委員と同様に地域は支援者ではないので、気に
   なる世帯がいる場合はつなぎ役として情報提供いた
   だきたい旨を説明。
● 役場職員が各地域の事を理解するべき。各地域に担当
  をつける、各自治会に仮入会させる等できないか。
  ⇒担当制や仮入会は現実的ではないが、各地域に対し
   ての理解という点では手段は検討していく。
  

～商工会～

● 企業も社会貢献には関心があるが、
  具体的に何をしたら良いか分からない。
  商工会の広報紙なども活用し、様々な活動の例を情報
  提供できないか。活動がどう役に立つのか分かると企
  業も頑張れる。
  ⇒実例を紹介する資料を作成し、提供させていただく。
   計画の町内企業や社会福祉法人の地域福祉活動への
   参加促進に記載。
● 勉強会などの実施もできないか。
  ⇒実施を検討（計画の記載も合わせて修正）。


